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明 治 史 料 館
当館は、昭和59年10月１日に開館した博物館で
ある。館名は、常設展示テーマの「江原素六」と
「沼津兵学校」が、当市の明治維新や明治時代を象
徴するものであるところに由来する。
また、当館敷地が江原素六の邸宅跡であること
から、「江原素六記念館」という名も掲げている。

１．施 設 の 概 要
名　　称　　沼津市明治史料館
所 在 地　　沼津市西熊堂372－1　電話　923－3335　FAX　925－3018
竣　　工　　昭和59年３月17日
総事業費　　699,000千円
構　　造　　鉄筋コンクリート４階建（一部５階建）
規　　模　　敷地面積　1,793㎡　建築面積　657㎡　延床面積　1,946㎡
開　　館　　昭和59年10月１日
施設内容
◦図　書　室（１階）　郷土資料、県内市町村史、全国博物館刊行物、調べ学習用図書等を配架

し、利用者の学習を支援するレファレンスルーム　開架式　87㎡
◦収　蔵　庫（１階）　資料を保存するスペース　61㎡
◦く ん 蒸 室（１階）　資料の殺菌・殺虫を行う　21㎡
◦第２収蔵庫（２階）　資料を保存するスペース　136㎡
◦講　座　室（２階）　館主催の講演会・講座などに使用するほか、外部の社会教育団体などに

対して貸し出している　170㎡
◦展　示　室（３階）　常設展示室　南側は沼津の通史、北側は江原素六のコーナー　527㎡
◦展　示　室（４階）　沼津兵学校のコーナー　121㎡
◦そ　の　他　　　　　事務室（１階）43㎡、作業室１（１階）22㎡、作業室２（１階）20㎡、�

ロビー（１階）109㎡、会議室（２階）24㎡
◦休　館　日　　　　　毎週月曜日（祝日は開館）、毎月最終の平日、国民の祝日の翌日（土・日

を除く）、年末年始（12／29～１／３）
◦開 館 時 間　　　　　午前９時～午後４時30分
◦観　覧　料　　　　　大人200円　小人（小・中学生）100円　市内の小・中学生は無料�

団体（20人以上）は２割引
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２．事 業 活 動
⑴　常設展示

３階展示室南側では、沼津の戦国期から近現代に至る通史の展示を行っている。３階展示室北
側では、明治の政治家・教育者・キリスト者として活躍した沼津移住の旧幕臣江原素六（1842～
1922）について展示している。主な展示資料は、江原素六の肖像画・写真・日記・辞令・遺品・
墨蹟などがある。当館建設時に解体された江原邸の一部も復元・移築されている。
４階展示室では、明治元年（1868）に静岡藩の陸軍士官学校として設立された沼津兵学校と、
その教授・生徒の人材について展示している。主な展示資料は、兵学校の規則書・教科書などや、
西周・赤松則良・杉亨二・田口卯吉・島田三郎ら関係者の肖像である。

⑵　令和４年度事業実績

事　業　名 期　日 内　　　　　　容 備　　　　　考

企 画 展

（３月１日）～
５月29日

江原素六学習作品展
～子どもたちが見た江原素六～

小学校４年生
（金岡・門池・沢田）

10月１日～
11月27日 「地域の歴史シリーズ３　うきしま」 ポスター、チラシ

12月10日～
１月29日

富士・沼津・三島３市博物館共同企画展
「このへん道中いまむかし
　～富士・沼津・三島の観光～」

ポスター、チラシ

館 外 展 示 ９月２日～
９月29日

第1９回明治史料館館蔵資料展
「沼津の歴史　虎の巻」

会場　ぬましんストリートギャ
ラリー

体 験 学 習

８月４日 「高校生のための一日学芸員体験講座」 受講者　10人

８月９日 「小学生歴史教室～聞いて・みて・考えよう
私たちが住むまちの戦争のこと～」 参加者　12人

８月10日・
11日 「平和を考える戦争史跡めぐり」 参加者　延べ18人

刊 行 物 年間 沼津市明治史料館通信（年４回発行）
沼津市博物館紀要（歴史民俗資料館共同発行）

149‐152号（無料）�各2,000部
47号（有償）� 600部

市制100周年
企画展準備事業 年間 市制100周年記念写真集

「写真にみる沼津のあゆみ」作成 1,000部

企画展に関連した歴史講座や古文書解読入門講座等を実施している。

期　日 内　　　　　　容 備　　　　　考

８月23日～９月３日 博物館実習生受入れ　
学芸員資格取得に関わる博物館実習生の受入れ 実習生　2人

９月３日・10日・17日・
10月１日・８日

古文書解読入門講座
古文書に初めて触れる初心者を対象に開催する 受講者　延べ92人

毎月第３土曜日
（４月・９月除く）

古文書等整理実践講座
近世・近現代の館蔵資料を中心に、整理・保存の方法を学ぶ 受講者　延べ69人

毎月第２土曜日 戦争体験を記録する会
戦争の記憶を後世に残すために、市民の戦争体験を記録する 参加者　延べ58人

毎月第２土曜日 明治史料館ギャラリートーク2022  
職員が展示資料を参加者と対話しながら解説する 参加者　延べ74人
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事　業　名 期　日 内　　　　　　容 備　　　　　考

特 別 展 ７月１日～
９月24日

市制100周年記念企画展
「写真にみる沼津のあゆみ」

ポスター、チラシ、ミュージアム
グッズ（絵葉書・クリアファイル）

企 画 展

４月15日～
５月14日

江原素六学習作品展
～子どもたちが見た江原素六～

小学校４年生
（金岡・門池・沢田）

12月９日～
２月25日 「地域の歴史シリーズ４　おおひら」 ポスター、チラシ

館 外 展 示 ９月１日～
９月28日

第20回明治史料館館蔵資料展
「沼津まちなか古写真展」

会場　ぬましんストリートギャ
ラリー

体 験 学 習

７月22日～
８月24日

子ども向け歴史学習企画
「謎解き！沼津歴史探偵
　～100年前の沼津へタイムスリップ～」

８月３日 「高校生のための一日学芸員体験講座」 市内在住・在学の高校生対象

８月10日・
11日 「平和を考える戦争史跡めぐり」 市内在住・在学の小学校４・

５・６年生とその保護者対象

刊 行 物 年間
沼津市明治史料館通信（年4回発行）
沼津市博物館紀要（歴史民俗資料館共
同発行）

153‐156号（無料）�各2,000部
48号（有償）� 600部

⑶　史料の収集・保存

展示や教育普及といった事業の基礎となる館の重要な任務として、史料の調査・研究・収集・
整理・保存という仕事がある。当館では、その対象範囲を、江原素六・沼津兵学校に限定するこ
となく、広く沼津市の歴史資料一般としている（特に、民俗学分野の資料を主な対象とする歴史
民俗資料館に対し、当館は近世・近現代の文書資料や古書籍など歴史学分野の資料を主な対象と
する）。収蔵・保管する史料は、分類・整理の上、一般の閲覧に供する（令和５年４月現在、博物
館資料 約13万点、図書資料 約３万冊）。

３．令和５年度事業活動
⑴　令和５年度事業計画

企画展に関連した歴史講座や古文書解読入門講座等を予定している。

期　日 内　　　　　　容 備　　　　　考

８月22日～９月２日 博物館実習生受入れ
学芸員資格取得に関わる博物館実習生の受入れ 定員５人

９月 古文書解読入門講座
古文書に初めて触れる初心者を対象に開催する

講師　大庭　晃氏
定員30人

毎月第３土曜日
（４月・９月除く）

古文書等整理実践講座
近世・近現代の館蔵資料を中心に、整理・保存の
方法を学ぶ

講師　大庭　晃氏
定員７人

毎月第２土曜日
戦争体験を記録する会
戦争の記憶を後世に残すために、市民の戦争体験
を記録する

毎月第２土曜日 明治史料館ギャラリートーク2023
職員が展示資料を参加者と対話しながら解説する
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⑵　史料の収集・整理

沼津兵学校関係資料及び沼津の歴史資料一般について収集・保存・整理を進める。

４．明治史料館協議会
館の円滑な運営を図るために設置し、学校教育の関係者、社会教育の関係者、家庭教育の向上に資
する活動を行う者、学識経験のある者、公募による市民から10名をもって組織され、任期は２年となっ
ている。

５．利 用 状 況（令和４年度）
月 入　館　者　数 開館日数 月 入　館　者　数 開館日数

４ 295　　人 25 日 10 1,264　　人 25 日

５ 541 24 11 526 22

６ 262 22 12 202 15

７ 336 26 1 529 23

８ 674 24 2 333 19

９ 427 22 3 394 25

令和４年度　　入館者数　5,783人　　開館日数　272日　　一日平均入館者数　21.3人
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戸田造船郷土資料博物館

１．施 設 の 概 要
名　　　称　　沼津市戸田造船郷土資料博物館
所　在　地　　沼津市戸田2710－1
電話／FAX　　0558－94－2384
建 築 面 積　　247.9㎡
延 床 面 積　　518㎡
構　　　造　　鉄筋コンクリート造３階建
開　　　館　　昭和44年７月１日
施 設 内 容　　１階　機械室　ピロティ

２階　玄関ホール・研修室・事務室・展示室
（駿河湾深海生物館を併設／延べ床面積213.98㎡）
３階　ロビー・展示室

休　館　日　　毎週水曜日・国民の祝日の翌日（土日は除く）・年末年始
開 館 時 間　　午前９時～午後４時30分
観　覧　料　　大人200円　小人（小・中学生）100円　市内の小・中学生は無料

団体（20人以上）は２割引

２．博物館設立の経緯と目的
1854年、安政の東海大地震による津波で破損したロシア軍艦「ディアナ号」は、修理のため下田
から戸田港に向かう途中、嵐に遭い現在の沼津市原付近の沖合で沈没してしまう。帰国する船を失っ
たプチャーチン提督をはじめとするロシア人乗組員たちは、沼津水野藩・韮山代官などの援助のも
とに戸田の船大工と協力して日本初の本格的洋式帆船「ヘダ号」を建造した。
昭和42年にヘダ号の建造地とプチャーチンの遺品が静岡県の史跡の指定を受けたことを機に、旧
戸田村の各所に残された造船に関わる遺品を収蔵・展示するための施設として建設し、昭和44年７
月１日に「戸田村立造船郷土資料博物館」として開館した。昭和62年４月には「駿河湾深海生物館」
が併設開館している。
さらに平成17年４月１日、沼津市と旧戸田村の合併に伴い沼津市に移管され、「沼津市戸田造船郷
土資料博物館」と改称した。

３．事 業 活 動
⑴　令和４年度事業実績

①　ヘダ号の建造資料及びディアナ号・プチャーチン関連の遺品等の常設展示
②　企画展
ア　大名びな展� ４月１日～５月31日
イ　ボトルシップ展� ６月２日～10月10日
ウ　重要文化財松城家住宅展� 10月21日～令和５年１月31日
エ　「富士山いちねんぶん」写真展� 令和５年２月２日～２月28日



93

⑵　令和５年度事業計画

①　ヘダ号の建造資料及びディアナ号・プチャーチン関連の遺品等の常設展示
②　企画展
ア　大名びな展� ４月１日～５月30日
イ　戸田の学校教育展� ６月３日～10月１日
ウ　戸田のまつり展� 10月２日～令和６年１月31日
エ　戸田から見た四季の富士山写真展� 令和５年２月１日～令和６年２月29日

⑶　展示収蔵品

ヘダ号造船に関する資料（設計図・大工道具・ヘダ号模型ほか）
ディアナ号及びプチャーチン関連の遺品（錨・食器・ディアナ号模型ほか）
ロシア及び旧ソビエト連邦からの寄贈品
井田松江古墳・井田丸塚古墳出土遺物
戸田周辺の漁撈民俗資料（コザラシ網・網針・釣針・蛸壺・櫓・錨ほか）

収蔵品（485点）のうちディアナ号模型、ヘダ号設計図、大工道具、ヘダ号模型の4点は、わが国
近代造船の礎となった洋式船建造技術を伝えるものと認められ、平成19年11月に経済産業省から「近
代化産業遺産」として認定された。

４．博物館協議会
学校教育関係者、社会教育関係者、学識経験者等から選任された委員６名で構成されている。館
の円滑な運営のため、展示・収集・普及活動などに助言や提言を行う。任期は２年。

５．利 用 状 況（令和４年度）
月 入　館　者　数 開館日数 月 入　館　者　数 開館日数

４ 637　　人 26 日 10 488　　人 26 日

５ 809 28 11 644 25

６ 515 25 12 507 24

７ 581 26 1 473 25

８ 822 27 2 531 24

９ 508 25 3 743 26

令和４年度　　入館者数　7,258人　　開館日数　307日　　一日平均入館者数　23.6人
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芹沢光治良記念館

１．施 設 の 概 要
名　　　称　　沼津市芹沢光治良記念館
所　在　地　　沼津市我入道蔓陀ケ原517－1
電話／FAX　　932－0255
竣　　　工　　昭和45年５月30日
総 事 業 費　　20,000千円
構　　　造　　鉄筋コンクリート２階建
規　　　模　　敷地面積　256㎡

建築面積　146.8㎡
延床面積　346.9㎡

開　　　館　　平成21年10月１日
施 設 内 容　　１階　展示室（主に芹沢光治良関連の企画展示）事務室

２階　展示室（市民ギャラリーとして沼津の文化に関係した展示）収蔵庫
休　館　日　　毎週月曜日・国民の祝日の翌日（土日は除く）・年末年始
開 館 時 間　　午前９時～午後４時30分（入館は午後４時まで）
観　覧　料　　大人100円　小人（小・中学生）50円　市内の小・中学生は無料

団体（20人以上）は２割引

２．記念館設立の経緯と目的
昭和45年５月30日に芹沢光治良の心友、岡野喜一郎氏（当時のスルガ銀行会長）が財団を設立し、

「芹沢文学館」として建設され、運営されてきたが、平成21年４月１日に旧財団法人芹沢・井上文学
館から沼津市に寄贈され、同年10月１日に「沼津市芹沢光治良記念館」として開館した。
沼津市我入道で生まれ育った文人であり、沼津市名誉市民でもある芹沢光治良の業績と人物を周
知することを目的としている。
また、２階展示室を市民公募によるギャラリーとして開放し、沼津市の文化に関する展示を行う
ことで、広い意味での文化を市民に提供することも目的としている。
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３．令和４年度事業実績
⑴　企 画 展

①　１階展示室
芹沢光治良に関する展示
ア　企画展　『人間の運命』とその時代　第２回（12月15日～５月31日）
イ　企画展　光治良の欧州体験　第１回（６月15日～11月30日）
ウ　企画展　光治良の欧州体験　第２回（12月15日～５月31日）
②　２階市民ギャラリー
市民等による展示や演奏会、井上靖文学館との共同事業としての特別展を実施した。
ア　第２回沼津の宝100選と趣味（６月18日～７月31日）
イ　「気になるもの。」菊地治彦写真展（８月６日～８月28日）
ウ　特別展「芹沢光治良と井上靖」（９月17日～11月29日）
エ　芹沢光治良作品を聴く会（12月17日）
オ　真野浩ゑ門の音楽会（12月25日）
カ　井口貴夫展（１月４日～１月31日）
キ　孔版画作品展（２月７日～２月26日）
ク　スカンジナビア号の航跡（３月５日～３月24日）

⑵　資料整理・保存

芹沢光治良関連資料のデータベース化と適正保存を進めるために、財団より寄贈された資料目
録の点検、補填、資料等の整理及び保存のための準備を行った。（資料総数 3,607点）

⑶　各種広報活動

当館周知のためのポスター及びチラシ等を作成し、市内小中学校等の教育機関、各自治会及び
主要文化施設に配布した。また各イベント会場へ出向き、同様に配布した。

⑷　教育普及

事 業 名 期　日 内　　　　　容 場　　所 備　　　考

出前講座 ４月17日 （特別講座）企画展『人間の運命』と
その時代（第２回）について

市立図書館
第３講座室

沼津芹沢光治良文学愛好
会依頼　参加者計10人

出張講座
12月17日 企画展「光治良の欧州体験」について 東京都中野区

サロン・マグノリア

一般社団法人芹沢光治良
記念文化財団依頼
参加者計32人

３月４日 企画展「光治良と中国展」について 東京都中野区
社会福祉会館

日中友好協会中野支部依頼
参加者計26人

展示説明会

５月４日 芹沢光治良生誕日記念　企画展『人間の
運命』とその時代（第２回）展示説明会 １階展示室 同日中に全３回実施

参加者計17人

７月16日 沼津市芹沢光治良記念館企画展見学会 １階展示室 沼津芹沢光治良文学愛好会
参加者計８人

８月21日 県民の日記念　企画展「光治良の欧州
体験」（第１回）展示説明会 １階展示室 同日中に全３回実施

参加者計20人
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事 業 名 期　日 内　　　　　容 場　　所 備　　　考

展示説明会 ２月23日 富士山の日記念　企画展「光治良の欧
州体験」（第２回）展示説明会 １階展示室 同日中に全３回実施

参加者計19人

講 演 会 １月14日 第11回芹沢光治良文学講演会 市立図書館
視聴覚ホール

講師：鈴木吉維氏
参加者計119人

事 業 名 期　日 内　　　　　容 場　　所 備　　　考

文学散歩
５月20日 「沼津ゆかりの文学散歩」（第１回） 沼津市内 2コースに分け実施

定員合計30名

10月21日 「沼津ゆかりの文学散歩」（第２回） 沼津市・長泉町
伊豆市

バスツアー　
定員30名

企画展示

６月15日～
11月30日

企画展「沼津ゆかりの文学者たち」
（第１回） １階展示室 展示説明会７月１日

定員20名

12月15日～
５月31日

企画展「沼津ゆかりの文学者たち」
（第２回） １階展示室 展示説明会２月23日

定員20名

講 演 会
７月22日 「沼津ゆかりの文学者たち」（第１回） 図書館４階

視聴覚室 定員180名

11月18日 「沼津ゆかりの文学者たち」（第２回） 図書館４階
視聴覚室 定員180名

出張展示

８月 企画展「沼津ゆかりの文学者たち」 市役所１階

９月 企画展「沼津ゆかりの文学者たち」 ららぽーと沼津

12月 企画展「沼津ゆかりの文学者たち」 図書館４階

刊 行 物 ３月 副読本「沼津ゆかりの文学者たち」
（仮称）

５．芹沢光治良記念館懇話会
館の円滑な運営を図るため、委員５人による懇話会を２回開催し、運営方法及び事業計画などに
ついて参考意見を聴取した。任期は２年となっている。

６．利 用 状 況（令和４年度）

４．令和５年度事業計画

月 入　館　者　数 開館日数 月 入　館　者　数 開館日数

４ 218　　人 26 日 10 255　　人 25 日

５ 401 26 11 232 24

６ 154 14 12 158 12

７ 483 27 1 389 24

８ 689 25 2 348 23

９ 321 26 3 668 25

令和４年度　　入館者数　4,316人　　開館日数　277日　　一日平均入館者数　15.6人
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若山牧水記念館
http://web.thn.jp/bokusui/

沼津市若山牧水記念館は、歌人若山牧水の顕彰
と本市ゆかりの文学者及びその背景となる沼津の
文学風土を広く紹介することによって、市民の文
化活動を振興し、創造性を育む文化都市づくりを
目指すために建設された。
この記念館は、建設費の約半分に、市民はじめ
牧水の関係者、そして、全国の牧水ファンからの
寄附金が充てられ、昭和62年11月１日に開館した。

１．施 設 の 概 要
名 称　　沼津市若山牧水記念館
所 在 地　　沼津市千本郷林1907番地の11
電 話　　962－0424
竣 工　　昭和62年２月28日
総事業費　　122,000千円
構 造　　鉄筋コンクリート造・一部木造、平屋建
規 模　　敷地面積　2,378.04㎡

建設面積　　470.86㎡
延床面積　　400.58㎡

開 館　　昭和62年11月１日
施設内容　　展 示 室　117㎡

ラウンジ　113㎡
沼津の文学風土を紹介するとともに、ラウンジの一角には喫茶コーナーを設け、来館
する人たちの休憩や団らんの場として提供している。

収 蔵 庫　　23㎡
展示品以外の牧水に関する様々な資料や牧水研究家にとって貴重な資料を所蔵保管す
る。

会 議 室　　（貸室）和室２室、20畳　牧水を中心とした研究会や小規模な集会などに使用できる。
開館時間　　午前９時～午後４時30分
観 覧 料　　大人　200円　小人（小・中学生）100円　市内の小・中学生は無料

団体（20人以上）は２割引
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２．運　　　　　営
⑴　指定管理者の指定

平成18年４月１日から公益社団法人沼津牧水会を指定管理者に指定している。
⑵　令和４年度事業実績

⑷　令和４年度入館者数

事 業 名 期 日 内 容 備 考

講座・講演等

４月～３月 「初心者のための短歌講座」 参加者　 延129人
講師　永久保英敏

４月～３月 「牧水記念館短歌会」 参加者　　延70人
講師　成田　真洞

５月～７月 「中学生短歌コンクール」 応募短歌 19校 1,590首 
入選短歌51首

10月２日 「短歌大会」　応募短歌100首 参加者　　　66人
講師　黒瀬　珂瀾

３月４日 第35回「雛の歌会」　応募短歌79首 参加者　　　57人
講師　大森　静佳

企 画 展 未開催

刊 行 物 年　間 「若山牧水記念館」館報の発行
第69号９月１日　第70号３月15日

総入館者数 有　料　者 無　料　者 開　館　日 一日平均入館者数
2,835人 1,402人 1,433人 302日 9.39人

⑶　令和５年度事業計画

事 業 名 期 日 内 容 備 考

講座・講演等

４月～３月 「初心者のための短歌講座」 講師　永久保英敏

４月～３月 「牧水記念館短歌会」 講師　永久保英敏

４月～３月 「書道講座」 講師　成田　真洞

５月～７月 「中学生短歌コンクール」 表彰式　10月15日
牧水祭・碑前祭にて

10月１日 「短歌大会」 講師　奥田　亡羊

３月３日 「雛の歌会」 講師　阿木津　英

企 画 展 未定 未定

刊 行 物 「若山牧水記念館」館報（年２回）
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庄 司 美 術 館
（モン ミュゼ沼津）
http://www.monmusee.jp

沼津市庄司美術館は、平成12年に
元沼津市長・故庄司辰雄氏のご遺族
から庄司氏が収集した美術品ともど
も市に寄贈されたものである。市で
は、庄司氏の遺志を元に、市民に多
くの美術品を鑑賞する機会を持って
もらうため、平成12年11月３日、沼
津市庄司美術館（愛称モン ミュゼ沼
津）として開館した。
令和４年４月１日から指定管理者不在のため休館としていたが、令和４年12月１日から特定非営利
活動法人レザミ・デ・ザールを指定管理者として指定し、令和５年１月に再開館した。

１．施 設 の 概 要
名　　　称　　沼津市庄司美術館
愛　　　称　　モン ミュゼ沼津
所　在　地　　沼津市本字下一丁田900－1
電　　　話　　952－8711
竣　　　工　　平成３年２月12日
建　築　主　　庄司辰雄（元沼津市長）
寄附採納日　　平成12年６月27日
構　　　造　　鉄筋コンクリート造　亜鉛葺　３階建

地下１階付
規　　　模　　敷地面積　594.73㎡

延床面積　546.30㎡
開　館　日　　平成12年11月３日
施 設 内 容　　１F　受付、展示室

２F　展示室、書架
３F　館長室、事務室、収蔵庫

収 蔵 作 品　　建物とともに寄附された美術作品　300点余
沼津市が所蔵する美術作品　570点余

開 館 時 間　　午前10時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
観　覧　料　　大人　200円　小人（小・中学生）100円　市内の小・中学生は無料

団体（20人以上）は２割引
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期　　　日 １ 階 展 示 室 ２ 階 展 示 室

１月６日㈮～２月25日㈯ 山口源賞大賞新人賞　受賞作品展 所蔵作品展（山口源・前田千寸）

３月４日㈯～４月９日㈰ 坂部隆芳作品展 所蔵作品展（山口源・前田千寸）

総入館者数 有　料　者 無　料　者 開　館　日 一日平均入館者数

784人 260人 524人 66日 11.9人

２．運　　　　営
⑴　美術館運営委員会

美術館の適正な運営をするために、美術館運営委員会を設置している。
沼津市庄司美術館運営委員会
委 員 の 数　　10名以内
任　　　期　　２年

⑵　令和４年度企画展実績

⑶　令和５年度企画展計画

◦十時孝好展（４月15日～５月20日）
◦田邉和正展（６月10日～７月９日）
◦あしざわまさひと展（７月15日～８月27日）
◦渡辺美津代展（９月２日～９月30日）
◦鈴木紀代子展（10月７日～11月17日）

◦地域作家展（11月25日～12月23日）
◦寄贈作品展（１月４日～１月28日）
◦山口源賞展（２月３日～３月９日）
◦地域作家展（３月16日～４月20日）

⑷　令和４年度入館者数

※令和４年４月から令和５年１月５日までは休館


